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研究成果の概要（和文）：出生直後から母子分離された母親に，予期せぬ乳幼児突然死（SUID）発生低減に寄与
する母乳育児セルフケアプログラムを構築し，SUID予防にも欠かせない産後早期からのマニュアルを作成し介入
した．母親の心理，子どもへ愛着やSUID予防の理解等その効果をみた．出産直後から児と分離された母親への介
入では，多くの母親が母乳育児をすることに満足をしていたが，SUID予防の観点からは子どもの観察や養護に必
要な母親の子どもへの接触程度，仰向け寝の維持など，育児の問題点が明らかになった．また新生児期の愛着形
成については，SUID予防に重要な子どもとの接触についての受入れが困難な側面が示された．

研究成果の概要（英文）：We constructed a self-care program for breastfeeding that contributes to a 
reduced occurrence of Sudden Infant Death Syndrome (SIDS) / Sudden Unexpected Infant Death (SUID) 
among children separated from their mothers immediately after birth. A manual that intervened from 
the early postpartum period was created as an indispensable aid for SUID prevention. We assessed the
 psychology of the mothers, their attachment to children, and their understanding of SIDS prevention
 to evaluate the effects of these factors after childbirth. We organized a symposium at the Japanese
 Sleep Society Meeting and reported on preventative efforts in pediatrics and nursing, overseas 
trends and cooperation with forensic medicine.

研究分野： 助産学，小児看護学，国際看護学

キーワード： 乳幼児突然死　予防　保健指導　ハイリスク児　母子　相互影響

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
睡眠中の乳幼児突然死（SIDS / SUID）は未だ乳児死亡の３位を占める病態である．特にハイリスク児に対して
SUIDの発生低減に寄与する母乳育児のセルフケアできるプログラムを構築し，産後早期から育児期に使用できる
「睡眠中の乳幼児突然死（SIDS / SUID）予防マニュアル」を作成した．産後の母親の心理をくみ取り，病院の
みでなく今後保育の現場でも活用できるマニュアルへの発展の可能性を示した．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 乳幼児突然死症候群（Sudden Infant Death Syndrome : SIDS）は，それまでの健康状態の異
常や既往歴もないまま，主に睡眠中に突然死するものをいう．SIDS は医療従事者はもとより広
く一般に対する知識の普及啓発により減少傾向にあるが，予期せぬ乳幼児突然死（Sudden 
Unexpected Infant Death : SUID）として幅広く捉えるアプローチが重要となっている．SUID
は睡眠覚醒機構が未成熟な新生児～乳児期の主に睡眠中に起こり，その予防は重要なテーマで
ある．SUID の原因は単一ではなく，環境要因と中枢神経系の成熟異常が相まって引き起こされ
るものと考えられる．環境因子として母体の喫煙，子宮内感染症，子宮内低酸素症などの出生前
の環境，うつぶせ寝，温めすぎによる高体温，上気道感染症，受動喫煙などの出生後の環境があ
る．これらの環境因子をできるだけ避けられるよう，母親となる女性を対象に，母乳育児継続の
ための指導や，養育環境の不良に起因する窒息等の不慮の事故予防，子どもにストレスを与えな
い育児法を指導し，出生後のメンタルへルスの安寧と母子関係の円滑さを図ることが重要と言
える．我々は，子どもの出生時リスクと環境・生後要因の相互の影響に着目した．妊娠期の胎児
リスク・未熟児などを含むハイリスク児と成熟児とを対象として，妊婦の睡眠・生活習慣，出生
時のリスクを評価するとともに，出生後の母子の睡眠環境と児の睡眠の質的評価することが重
要である．そのため，出生直後から母子分離された母親に，SUID の発生低減に寄与する母乳育
児セルフケアプログラムを実施し，米国小児科学会（American Academy of Pediatrics : AAP）
による「SIDS と睡眠関連乳児死亡についての安全な睡眠環境の勧告」をもとに SUID 予防に関連
する産後早期からのマニュアルを作成し介入することが重要と考えた． 
 
 
２．研究の目的 
 
 新生児から乳児期にハイリスク児の育児をする母親に，出生後早期からの睡眠特徴と突然死
予防を含めた児の健全な発育のための保健指導を行うためのマニュアルを作成することを目的
とする． 
 
 
３．研究の方法 
 
 出産直後から児と分離された母親への SUID 予防のための母乳育児セルフケアパンフレットと
育児期に役立つマニュアルを作成し，介入プログラムにて介入し，その結果として子どもへの着
形成，母乳育児のセルフケア，睡眠中の環境と子どもの扱い，エジンバラ産後うつ病自己評価票
(EPDS)について質問紙調査を実施した．産後の児の睡眠状態については，アクチグラム，心電図・
脳波を統合して,生後 1週以内（必要に応じて新生児室ないし NICU での集中治療を終えた GCU 時
のデータを記録した．継続的な児の観察分析を行い，睡眠覚醒リズムの発達過程を記録するとと
もに，SUID に関連する指標，生理学的指標，発育評価により子どもの睡眠覚醒状態と呼吸状態
の記録した．また，一般における SUID の取り扱いの推移を検討するため，新聞記事アーカーイ
ブにおける SUID の掲載件数も検討した． 
 
 
４．研究成果 
 
出産直後から児と分離された母親への SIDS 予防のための母乳育児セルフケアパンフレットと

育児期マニュアルによる介入では，子どもが NICU に入院した調査対象は全員 1か月検診時に子
どもは NICU を退院していた．母乳育児セルフケアプログラムの結果，1 か月時点では全員母乳
育児が継続されていた．1か月時点で母乳育児に関する自信は(できる 5点～全くできない 1点：
5段階評定)で全体の平均は 4.04 点と高く，すべての項目は出産直後より上昇していた．特に高
い項目は「母乳の利点の理解」4.88 点であり．「頻回授乳(搾乳)」「赤ちゃんの吸いたそうな反
応の理解」「赤ちゃんに深く吸わせる吸わせ方」への自信が 4.75 点と高く次いで，「直接おっぱ
いを自信をもって飲ませられる」4.69 点とついで高かった．「母乳育児ができることをうれしい
か」「自分のお乳があたえられてうれしいか」は 4.83 点，「母乳が出ていることをうれしくおも
うか」4.78 点と高く，母乳育児をすることに満足をしていた． 
SIDS 予防に関する知識の育児への導入について（実施している 5 点～していない 1 点：５段

階評定），「赤ちゃんの周りでタバコを吸すわない」4.89 点，「部屋が暖かくなし過ぎない」「赤
ちゃんの近くにコードを置かない」4.83 点など実施しているが，「仰向け寝の実施」は 1.22 点
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「睡眠中赤ちゃんを一人にしない」1.44 点と低い結果となり．SUDI 予防に関連して，子どもの
睡眠環境に関しては良好な状態を維持できているが，子どもの観察や養護に必要な母親自身の
子どもといることへの接触程度，仰向け寝の維持など，育児の問題点が明らかになった． 

 
表１．SUID 予防の理解について 
 

質問紙 1ヶ月 
1）赤ちゃんを寝かせるときに仰向けに寝かせていますか 1.28 
2）母乳育児をしていますか 4.67 
3）赤ちゃんの周りでタバコを吸うことはありますか 4.89 
4）布団のやわらかさは固いか 3.67 
5）赤ちゃんの寝ている近くにやわらかいものや寝具などを置いていることがありますか 4.22 
6）睡眠中の赤ちゃんを一人にしないようにしていますか 1.44 
7）赤ちゃんが寝ているときに“おしゃぶり”を使用することがありますか 4.72 
8）部屋が暖かくなりすぎないようにしていますか 4.83 
9）赤ちゃんの寝ている近くに紐、または紐状のもの（よだれかけの紐、電気コードなど）を
置いてありますか 

4.83 

10）赤ちゃんが寝ているときに、口の中に異物がないか確認していますか 3.72 
11）赤ちゃんが寝ているときに母乳やミルクの吐物がないか確認していますか 4.67 

 ＊斜体は逆転項目． 
 
調査の中では出産後 1か月までの母親の子どもに対する愛着形成として（あてはまるものを

５点～あてはまらないもの１点：５段階評定）回答を得た（表２）．母親が退院時点より１か月
時点において，低下している項目は「赤ちゃんといると優しい気持ちになる」4.76 点，「赤ち
ゃんの将来について不安を感じる」4.07 点，「赤ちゃんに自分から刺激することがある」4.06
点であった．母親の退院時には NICU に入院していた子どもが，出生後１月時点では，母親が子
どもの育児を開始しての戸惑いを表していると考えられる．総合点数の低い項目に「赤ちゃん
のそばにいつまでもいたいと思う」1.32 点，「赤ちゃんが小さくて、さわれないと思う」1.40
点で，新生児期の愛着形成は SUID 予防に重要な子どもとの接触についての受入れが困難な点を
示していた．さらに産後１か月時点でのエジンバラ産後うつ病質問票（EPDS）の結果では，
EPDS の合計得点が 9点以上の人が 18.8%あった． 
なお，正常とハイリスク妊婦の生理学的指標と睡眠の指標の観察として，胎児発育状況を追跡

し，NICU や新生児室の児を対象に，生後早期の生体反応の記録を開始したが，新型コロナウイ
ルス感染症の影響を強く受け，多数例での検討は困難であった． 
 
表２．出生後の子どもへの愛着形成 

 
質問内容 直後 退院時 1か月 全て 

1）赤ちゃんをかわいいと思う 4.88 4.71 4.94 4.85 
2）赤ちゃんを見て動揺する 3.81 4.36 4.44 4.21 
3）赤ちゃんといると優しい気持ちになる 4.69 4.86 4.78 4.77 
4）赤ちゃんの調子が改善したことを告げられると安心できる 5.00 4.93 4.94 4.96 
5）赤ちゃんを直接触ることで安心すると思う 4.81 4.79 4.78 4.79 
6）赤ちゃんを傷つけそうで触れることができない 1.38 1.71 1.39 1.48 
7）赤ちゃんといると自分の子どもだという実感できる 4.75 4.93 4.94 4.87 
8）赤ちゃんに愛撫したり，触れるのが楽しいと思う 4.94 4,93 4.94 4.94 
9）赤ちゃんに話しかけるのが楽しいと思う 4.50 4.86 4,94 4.77 
10）赤ちゃんをじっと見ている時間が楽しいと思う 4.69 4.86 4.94 4.83 
11）赤ちゃんのことが身近に思う 4.63 4.86 4.94 4.81 
12）赤ちゃんは弱々しく，不安定な存在であると思う 4.06 3.93 4.06 4.02 
13）赤ちゃんは健気に生きようとする，生命力のあふれた存在だと

思う 
4.69 4.86 5.00 4.85 

14）赤ちゃんのそばにいつまでもいたいと思う 1.47 1.07 1.39 1.32 
15）赤ちゃんが小さくて，さわれないと思う 1.47 1.21 1.50 1.40 
16）赤ちゃんのためなら何でもできると思う 4.56 4.79 4.78 4.71 
17）赤ちゃんの将来について不安を感じる 4.19 4.07 3.89 4.04 
18）赤ちゃんが元気に育ってくれると思う 4.63 4.71 4.72 4.69 
19）赤ちゃんが自分に甘えているように気がする 2.69 3.93 4.11 3.58 
20）赤ちゃんが自分に話しかけてきそうな気がする 3.44 3.86 4.17 3.83 
21）赤ちゃんがお腹をすかせていそうな感じがすることがある 3.13 3.79 4.28 3.85 

 



3 
 

22）赤ちゃんが便や尿をしているように感じることがある 3.44 4.07 4.61 3.96 
23）赤ちゃんを見て涙を流すことがある 4.44 3.71 4.00 3.73 
24）赤ちゃんに対して微笑みかけていることがある 4.44 4.86 4.94 4.75 
25）よその子どもでも微笑みかけている自分に気がつくことがある 3.88 4.07 4.28 4.08 
26）赤ちゃんと顔を見合わせることがよくある 4.25 4.50 4.61 4.46 
27）赤ちゃんに自分から刺激することがある 3.69 4.50 4.06 4.06 
28）赤ちゃんに自分から声をかけることがある 4.38 4.86 4.89 4.71 

＊斜体は逆転項目． 

 
 SUID に関連する新聞記事については，散発的に掲載されていたが，掲載のない月もあるなど
一般向けの報道については十分とはいえない側面もうかがえた（図）． 
 
図．乳幼児突然死に関する新聞記事掲載数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 本研究の結果から，SIDS の危険因子や安全な睡眠環境について保護者に伝え，母乳育児が望
ましく，乳児がいる環境は禁煙とし，予防接種は接種時期がきたらすぐに接種するよう指導する
ことを徹底する必要がある．さらに，NICU 退院後の家族とのネットワークを活用し，家庭での
救急蘇生法の講習など，同じ育児経験を持つ人との絆を深める機会にもなり，子どもを地域全体
でフォローする一助となると考察された．  
 なお，研究の成果については，日本睡眠学会定期学術集会（2021 年）において「睡眠中の乳幼
児突然死」と題したシンポジウムを企画し，小児科・看護学での予防の取り組み，海外の動向，
法医学との連携について報告した． 
 さらに，成果として「睡眠中の乳幼児突然死の予防と課題」と題し，乳幼児の予期せぬ突然死
の定義と現状や SIDS/SUID の病態と診断，SIDS 対策と予防，乳幼児突発性危急事態における救
急蘇生と対応，SUID におけるグリーフケアについて，また SUID の今後の課題までを「快眠研究
と製品開発、社会実装」に著した． 
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